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日  程 2022年 10月 12日（水） 

会  場 ミツイコーポレーション 東京支社 

参加者数 約 80名  内県外 46名 

講演会内容 

16時 30分～ 受付開始 

１７時～ 東京支部挨拶 

      伊藤代表挨拶＆7月アカデミー賞の発表 

18時 30分～ 講演 

講師 後藤 清安氏 

 テーマ「ウェルビーイングな働き方」 

   生産性と働く人の幸福度の関係「本当の幸福とは・・」 

親睦会 20：00～  同会にて ケータリング 

ウッデイキチン事務局 

文章・写真提供／向井 健介 



今回は、会場を天王洲アイルのミツイさんのスタジオを借りまして開催しました！ 

品川から一駅の便利なところで、80名の参加者が集い熱い時間となりました。 

前半にアカデミー賞の発表もあり、刺激的で感動的な時間でした。 

 

2022年 7月リーグ アカデミー賞授賞式 

 

 

おめでとうございます！ 

今回は、106名の方からレポートを提出していただき 12名の方にアカデミー賞のトロフィーが送られました。 

当日は、4名の方が授賞式に来ていただき直接お渡ししました。 

 

一人ずつ発表していただきましたが、皆さん周りのスタッフへの感謝とサロンの環境への感謝をお話ししておりました。 

僕自身レポートも読ませていただきましたが、皆さん一人一人にドラマがあり、気づきや成長を感じ取れたのではないで

しょうか？また 12月から新しいリーグがスタートします。全国の会員の皆様から学びを共有し、さらに成長できるアカデ

ミー賞になることを心より楽しみにしております。 

 

以下 12名のレポートを紹介させていただきます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講演 後藤 清安氏（本名後藤美穂子） 

テーマ「ウェルビーイングな働き方」 

   生産性と働く人の幸福度の関係「本当の幸福とは・・」 

 

プロフィール 

東京都墨田区生まれ 

1995年 RAB青森放送入社 

2003年～ フリーアナウンサー 

2007年 選択理論心理学と出会う 

2009年 株式会社あおもり SEIAN設立   

loveaomori project発足（2007年 NPO法人化） 

2012年 選択理論心理士資格獲得 

2017年～ ウェルビーイング心理教育ナビゲーター 

 

 

東京墨田区出身でしたが、青森県にはいろんなご縁がありました 

アナウンサーの仕事をしていましたが、将来はジャーナリストの仕事をしたかった。ごみ問題など・・・ 

 

選択理論心理学との出会い 

ロジカルにわかる理論で助けられた。 

人が幸せになる情報を伝えたいと思うようになりました。 

自殺率全国ワースト 3は東北の青森県・秋田県・岩手県・・・ 

人にフォーカスする活動 

ウェルビーイング心理教育ナビゲーター 

ウェルビーイングとは、これからの企業経営の要である。 

「ウェルビーイング」（well-being）とは、身体的・精神的・社会的に良好な状態にあることを意味する概念で、「幸福」と

翻訳されることも多い言葉です。世界保健機関（WHO）憲章の前文では、「健康とは、病気ではないとか、弱っていない

ということではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態（well-being）にあることをい

います（日本WHO協会：訳）」とされています。 

 

ウェルビーイング推進における効用（社員の幸福度が高い） 

・離職率が 37％低い 

・創造性が 3倍高い 

・生産性が 31％高い 

・売り上げが 37％高い 

・欠勤率が 31％低い 

・業務中の事故が 70％低い 

 

ウェルビーイングリーダーズサミット 

マーティン・セリグマン氏はニューヨーク州アルバニー出身のアメリカ人心理学者で、うつ病と異常心理学に関する世界

的権威で、学習性無力感の理論で有名であり、その研究はポジティブ心理学の創設につながった。彼はペンシルベニ

ア大学のポジティブ心理学センターの長でもある。一般向けの著書も多い。 



幸せって何ですか？そもそも・・・ 

 

人生満足尺度 イリノイ大学 名誉教授 エド・ディーナー 博士が開発した 

５つの質問に答えるだけで、その人が主観的に感じている幸福度を測ることができます。 

 

①ほとんどの面で私の人生は理想に近い。 

②私の人生はとても素晴らしい状態だ。 

③自分の人生に満足している。 

④これまで自分の人生に求める大切なものを得てきた。 

⑤もう一度人生をやり直せるとしても、 ほとんど何も変えないだろう。 

  

まったく当てはまらない・・・・・・・・・・・１点 

ほとんど当てはまらない・・・・・・・・・・・２点 

あまり当てはまらない・・・・・・・・・・・・３点 

どちらともいえない・・・・・・・・・・・・・４点 

すこし当てはまる・・・・・・・・・・・・・・５点 

だいたい当てはまる・・・・・・・・・・・・・６点 

非常に当てはまる・・・・・・・・・・・・・・７点 

  

【30点以上】       非常に人生の満足度が高い 

【25～29点】  だいたいにおいて人生が順調 

【20～24点】       平均的な人生の満足度 

点数が低ければ低いほど、人生に不満が多く、幸福度が下がる。 

 

幸せの条件って何ですか？ 

人それぞれ様々な願いがあります。 

その願いがすべて叶ったら、幸せになりますか？ 

今までの研究では、そう考えることが多かった・・・しかし実は逆だった 

 

幸せだと感じている方が、結果的に 

高収入・長寿・結婚生活・心と体の健康・充実した仕事を手に入れていることが分かった。 

幸せになることが先だとゆうことです。 

今幸せだと感じていることが大切です。将来的にではなく今感じることです。 

 

幸せのメカニズム 

次のうちに幸せに関係するものはどれですか？ 

収入   運動   友人 

 

収入・・・裕福なアメリカ人を調べました。（年収 1000万ドル以上） 

その経営者と従業員の幸福度は同じだった 

・お金は問題を解決するより問題をもたらすものだと答えた人が三分の一以上 

・富があっても幸せになると感じなかった人が二分の一以上 



収入が高ければ高いほど幸せなることではなかった。相関関係ではなかったということがわかりました。 

お金がなさすぎると不幸の要因にはなりますが、不安なく生活ができるレベルを超えていくと相関しない 

高収入で満足は買えても幸せは買えない・・・ 

 

運動・・・うつ病の方たちへの運動の効果（4か月間の検証） 

グループ A  有酸素運動してもらった （週に 3回 45分程度のもの） 

グループ B  抗うつ剤を投与した 

グループ C  有酸素運動と抗うつ剤を投与した 

50歳以上の方を無作為に選んだうつの方たちです。 

結果は？ 

それぞれのグループのうつ状態は消えました。幸福感や自信が増したと答えました。 

しかし、再発率が少なかったのはグループ Aでした。 

 

友人・・・幸せな人と不幸な人を分ける決定的要因は？ 

人とのつながり・・・これがあるかないかです。 

 

東日本大震災後のアンケート結果はほとんどが人とのつながりでした。 

家族とのつながり・友人とのつながり・地域とのつながり・仕事でのつながり 

 

ロバート・ウォールディンガー氏 

人生を幸せにするのは何？ 最も長期に渡る幸福の研究から 

一生を通し、私達を幸福で健康にするものは何でしょう？名声や富 ―そう考える人はたくさんいます。しかし、心理学

者ロバート・ウォールディンガーに拠ると、それは間違っているのです。75年に渡る成人発達に関する研究のディレクタ

ーであるウォールディンガーは、真の幸福と満足感に関する無類のデータを基に、この研究結果が私達に教える３つの

重要な教訓と、昔からの知恵、幸せな長寿の秘訣を、このトークで語ります。 

Google検索「TED ロバートウォールディンガー」で出てきます。 

 

ロバート氏は「人を幸福にし健康にするのは人間関係」だと言っています。 

①家族・友人・コミュニティーのつながりを持っている人は幸せで健康で長生きする 

②身近な人たちとの関係の質が重要である 

③良い関係は脳も守る 

 

心と体はつながっている 

「人とのつながりを感じている人は幸福度が高い」 

つながりの多様性がキーワード 

仕事だけではなくて、地域や年齢性別に問わずつながりの場所を持つこと 

 

1番大切な人間関係は？誰の顔が浮かぶでしょうか？ 

一番身近な大切に思っている人との人間関係が大きな影響を持っています。 

相手は変えれない、自分が変わるしかない。 

非言語が大切です 

 



ワークエンゲージメント 

・仕事に誇りを持ち仕事にエネルギーを注ぎ仕事から活力を得る 

 

強みとエンゲージメント 

強みだけを見てくれる上司の部下は⇒ほとんど離脱しない 

無関心が一番だめです。 

自分の強みがわからないと人の強みが見えない 

 

幸せは三次の隔たりまで伝染する 

あなたの幸せが周りの人の幸せに影響する 

1次伝染⇒15％    2次伝染⇒10％    3次伝染⇒6％ 

つまりあなたの幸せは周りの人に影響するということです。 

機嫌がいいことでいい。  自分の機嫌に責任を持つ 

 

感謝と強みはとても大切 

以上です。 

 

懇親会 （同会場でケータリング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。ウッディ事務局 向井健介 


